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プレゼンテーションのノート
注:このスライド上の画像を変更するには、画像を選択して削除します。次にプレースホルダーの [図の挿入] アイコンをクリックして、独自の画像を挿入します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
授業や教材を計画し、「カリキュラムの障害」を見つけ出す際に重要なことは、その学習の「ねらい（GOAL）」を明確にすることです。そして、”ねらい”を達成するためにどのような学習活動を進めるかを検討し、その学習活動における障害を見つけ、対処します。

たとえば、ある算数の授業の”ねらい”が「割合の求め方を理解する」であり、そのために食塩水の濃度を求める問題を解く活動があったとしましょう。でも、ある子は書字に困難があって黒板に示された問題をノートに書き写せないかもしれない。別のある子は、少数の計算が一人でできないために答えを出せないかもしれない。・・・こうした「カリキュラムの障害」が予想されます。（UDLではこのように、「書けない」「計算できない」学習者側の障害ではなく、そうしたことによって誰かが学べなくなってしまうカリキュラム側の障害、ととらえます）

カリキュラムの障害に対処する方法（オプション）はたくさんありますが、学習の“ねらい”が損なわれないことが重要です。たとえば、この場合は「電卓の使用」は「割合の求め方の理解」という”ねらい”を阻むものではありませんが、もしも「割り算のひっ算の仕方がわかる」が”ねらい”であれば、電卓は当然目的を果たさないものとなります。
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